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1･　明治期は宮中の女子儀礼服が洋装に改正 され，政

府も対外儀礼のため上流婦人に欧米服を着用 させた ので

当時 の礼服は宮中伺候 の礼服 から一般用 の社交服迄宮中

服を範 とし，欧米 の服装を模倣し着用した。その中 で西

洋及び日本洋装史上特異な存在であったC.1900 年( 明治

33 年)~  1925年( 大正14 年)の残存衣裳を一連の形で み

る事は極めて少くまたその構成について発表 された文献

も僅少である。この度原コレ クシ ョン(C.  1900年 ～1925

年間の残存衣裳10 点)を公開ナる こ と に より被服構成

上興味深い事実を観察し 貴重な資料を得 たのでこ れを紹

介報 告ナ ると共に現在 の流行 の基調 となっ てい るC1908

～1909 年の アンサンブルにつ い て 若干 の考察を加え て

報 告する。

2.　実物 精査 及び復元 による比較調 査， 服装史 並びに

裁 断関係 文献参照。

3･　大礼 服４着 をふく む こ の 一連 のコレクションか

ら，再び長 くな ることのないフル レングスから脚 の露出

への変化 の様相，芸術運 動が被服造形 に及ぼ す影響 ，宮

廷を 中心 とした尊厳吐表示 のための服飾造形技術 のあり

方 など当時 の精巧 な構成縫製技術 と共 に察知 できたので

あ る。こ の調査に より各 々そ の時代 の被服構 成の解 明に

得 がたい資料 となる特色 のある もので何れも モードを代

表 する作 品であ る こ と が分った。又,  20 世 紀の基 本的

形 態を暗示 したcut 線 をも つ ア ンサンブル も貴重 であ

る。今 後この貴重 な資料 の分析 に更 に研究をすすめて ゆ

きたい。


